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第１期志摩市創生総合戦略に係る評価（総括）  

 

総 括 
 

平成 27 年度から取り組んでいる第１期の志摩市創生総合戦略は、志摩市人口ビジョンを

踏まえて、地方創生として進める政策分野を定め、その基本目標や施策の基本的方向性、

具体的な施策をまとめたものであり、その施策数は、当初 43 事業としていたが、随時見直

しを行い、現在の施策数は合計 40 となっている。 

平成 30 年度の個々の事業の KPI の検証結果をまとめると下表のとおりであった。 

 

評価 検証結果 割合 

Ａ 目標値を達成し、効果があった。 22.3% 

Ｂ 目標値に達しなかったが、効果があった。 58.5% 

Ｃ 目標値を達成したが、効果はなかった。 1.1% 

Ｄ 目標値に達せず、効果がなかった。 13.8% 

Ｅ 実施していない。 4.3% 

  

「目標値を達成し、効果があった。」との結果は 22%にとどまったが、「目標に達しなか

ったが、効果があった。」を含めると、全体の約 80%の事業で「効果があった。」との結果

となった。 

 一方、志摩市人口ビジョンでは、合計特殊出生率を段階的に向上させ、令和７年に社会

減を 0とすることで、2060 年（令和 42 年）に 30,000 人程度の人口を確保することを目指

しているが、現時点で目標値を 2,000 人ほど下回っている状況である。（下表参照） 

 

 平成 27 年 令和元年 10 月 令和 7年 令和 42 年 

人口ビジョンの

目標とする人口 

約 51,000 人 約 49,000 人 

(約 47,000 人) 

約 45,000 人 約 30,000 人 

（  ）は、住民基本台帳の人口から国勢調査との乖離による補正をして求めた現状値 

 

社会減に関しては、444 人（平成 27 年）から 360 人（平成 30 年）と減少しており、一

定の成果がでているものの令和元年度に半減させる目標には届かない状況から令和 7年の

社会減０の目標に向けて、今後、更なる取り組みが必要である。 

自然減に関しては、今年 10 月からの国の幼児教育の無償化に合わせ、市の独自施策とし

て、幼稚園・保育所の給食費の無償化や使用済み紙おむつの施設での処分など、少子化対

策の取り組みを始めており、今後も喫緊の課題として取り組む必要がある。 

また、国の第２期「まち・ひと・しごと創生総合戦略」の基本方針で新たな視点も示さ

れてきている。 

 これらの状況を踏まえ、第２期志摩市創生総合戦略では、地方創生の施策について様々

な角度で精査し、今まで以上に危機感を持って取り組んでいく必要がある。 
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１）ひとの育成 
 

基本目標 
 

志摩市の自然・文化・伝統に誇りを持ち、それらの多様性を守り、生かせるひとを育成する。 

数値目標 
 
  １．地方創生に参加していると感じている市民の割合が 70％以上 

  ２．地域に誇りを持てると感じる市民の割合が 80％以上 

数値目標に対する評価 
 

項目 数値目標 基準値（H28） 実績値（H30） 根拠 

１ 70％以上 － 8.8％ H30 アンケート調査 

評価 

地方創生は市民や民間事業者の方々に自主性や主体性を発揮していただく必要があ

るが、まだまだ浸透していない状況である。 

具体的な施策の各事業に関わる市民の数を増やしていくことや、その事業に関わった

市民の満足度等を向上させることなどが必要である。 

 

項目 数値目標 基準値（H28） 実績値（H30） 根拠 

２ 80％以上 70.6％ 71.5％ H28・H30 アンケート調査 

評価 

 数値目標には至らなかったが、基準値に対しての向上が見られることから、総合戦略

の「ひとの育成」に係る事業のみならず、他の政策分野に係る事業をはじめ、他の行政

施策や企業活動など幅広く周知していく取組みが必要である。 

また、中学生や高校生への啓発など効果が表れるまでに時間を要する事業について

は、継続的な取り組みが必要である。 

 

具体的な施策の検証結果 
 

具体的な施策 H30 KPI 検証結果 

1-1 中学生と高校生の地方創生参画推進事業 

1-2 介護予防ボランティアでポイント事業 

1-3 がんばる市民を応援する事業 

1-4 地域とのつながりによる県立高校の魅力向上事業 

1-5 二十歳からの健康貯蓄事業 

1-6 心豊かな暮らしを育む人材育成事業 

1-7 大学等との連携による人材育成推進事業 

 

 

 

  

Ａ

29.4%

Ｂ

58.8%

Ｃ

0.0%

Ｄ

5.9%

Ｅ

5.9%
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２）ひとの確保 
 

基本目標 
 

地域社会と地域の産業を楽しみながら支えて担う、多彩な人材を地域内外から確保する。 

数値目標 
 
  １．志摩市の「まち・ひと・しごと創生」でつながった人材が 300 人以上 

  ２．社会減を半減させる 

数値目標に対する評価 
 

項目 数値目標 基準値（H27） 実績値（H30） 根拠 

１ 300 人以上 0 人 442 人 

1-6（職員 WS：14 人、市民 WS：21 人）、2-1

（若者 WS：16 人）、2-2（女性 WS：10 人）、

3-2（交流会：7人）、3-3（参加者数：延べ

374 人） ※WS：ワークショップ 

評価 

 数値目標を達成し、成果があったと考えられる。 

今後、地方創生でつながった人材から新たな事業等の創出が図られるような工夫が必

要である。 

 

項目 数値目標 基準値（H27） 実績値（H30） 根拠 

２ 
社会減を 

半減 
△444 人 △360 人 

H27・H30（人口動態統計） 

（360÷222※）－1≒62.2％ 

※△444 人を半減：△222 人 

達成比率：62.2％ 

評価 
 目標には及ばない状況であるが、一定の効果があった。 

 令和７年の社会減０を目指し、更なる取り組みが必要である。 

 

具体的な施策の検証結果 
 

具体的な施策 H30 KPI 検証結果 

2-1 若者の希望を叶える志摩づくり事業 

2-2 若い女性が暮らしやすい志摩づくり事業 

2-3 移住しやすい志摩づくり事業 

2-4 水産業の担い手受け入れ推進事業 

2-5 IJU（移住）ターン促進のための奨学金返済補助事業 

2-6 若者の集いと出会いの支援事業 

2-7 家主と移住者のためのﾘﾉﾍﾞｰｼｮﾝによる空き家活用

等事業 

2-8 若者世代の移住促進事業 

2-9 農業の担い手受け入れ推進事業  

  

Ａ

31.3%

Ｂ

56.2%

Ｃ

0.0%

Ｄ

12.5%

Ｅ

0.0%
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３）まちの発見 
 

基本目標 
 
 志摩市の自然や産業、地域ごとの特性や風習など、あらゆる観点で志摩市の長所や短所を見つ

めなおし、志摩市の魅力の再認識を促す。 

数値目標 
 
  １．志摩市の「まち・ひと・しごと創生」を通じて内外に魅力を発信した件数が 100 件以上 

  ２．志摩市の魅力が語れる市民の割合が 80％以上 

数値目標に対する評価 
 

項目 数値目標 基準値（H27） 実績値（H30） 根拠 

１ 100 件以上 － 162 件 

1-4（31 回）、2-3（動画 3本）、3-1（65 件）、

3-2（48 件）、3-3（7 回）、3-5（5回）、6-2

（3 件） 

評価 

 広報やホームページ、イベントなどにより、各種の情報発信を行い、目標達成に至っ

た。 

今後も効果的で継続した取り組みが必要である。 

 

項目 数値目標 基準値（H28） 実績値（H30） 根拠 

２ 80％以上 68.9％ 71.7％ H28・H30 アンケート調査 

評価 

 数値目標には至らなかったが、基準値に対しての向上が見られることから、地方創

生のみならず、他の行政施策や企業活動など幅広く周知していく取組みが必要であ

る。 

また、小中学生などへの郷土学習など効果が表れるまでに時間を要する事業につい

ては、継続的な取り組みが必要である。 

 

具体的な施策の検証結果 
 

具体的な施策 H30 KPI 検証結果 

3-1 志摩市ホームページの魅力向上事業 

3-2 きらり志摩びと紹介事業 

3-3 地域の資源を活用するためのﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ創出事業 

3-4 農産物の生産実態把握事業 

3-5 志摩市の食材を活かした食育推進事業 

 

  

Ａ

8.3%

Ｂ

58…

Ｃ

8.3%

Ｄ

25.0%

Ｅ

0.0%
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４）しごとの強化 
 

基本目標 
 

志摩市の産業生産及び雇用を支える産業などを中心に、独自のアイデアと努力によって、従業

員の数や所得を増やす事業者や生産者を増やす。 

数値目標 
 
  １．観光消費額が 10％以上向上 

  ２．観光関連産業で提供される商品の域内調達率が 70％以上 

  ３．一次産業に従事する人の数が 2,500 人以上 

数値目標に対する評価 
 

項目 数値目標 基準値（H27） 実績値（H30） 根拠 

１ 
10％以上

向上 

宿泊者：34,280 円×

1,422,163 人 ＝

48,751,747,640 円 

日帰り客：8,508 円

× 2,305,689 人 ＝

19,616,802,012 円 

合計（Ａ）： 

68,368,549,652 円 

（100％） 

宿泊者：30,963 円×

1,498,518 人＝

46,398,612,834 円 

日帰り客：8,465 円×

2,594,265 人＝

21,960,453,225 円 

合計（Ｂ）： 

68,359,066,059 円 

（99.9％） 

三重県観光レクリエーション入込客数推計

書・観光客実態調査報告書（伊勢志摩） 

志摩市観光統計 

（B÷A）≒99.9％ 

100-99.9＝△0.1％ 

評価 

 目標値に達することができず、マイナスの状況である。あくまでも推計値ではあるが、

宿泊者の合計消費額に対して日帰り客の合計消費額は伸びている状況がうかがえる。 

 交流人口や関係人口を増やし、宿泊者や特に経済効果が大きいとされる外国人旅行者

等の集客を促すなど、地域の活力を維持できるような施策が必要である。 

 

項目 数値目標 基準値（H25） 実績値（未定） 根拠 

２ 70％以上 61.7％ － 
地域経済分析システム（地域経済循環

率）（H25：61.7％） 

評価 

 国の地域経済分析システム（RESAS）では、環境省の地域産業連関表、地域経済計算

を基に作成されており、地域内の経済循環の比率は平成 25 年が最新データであること

から、これ以降のデータが公表され次第評価したい。 

 市内の地域資源を最大限に活用し地域内経済を循環させる取り組みを進め、持続可能

な地域づくりにつなげていくことが必要である。 
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項目 数値目標 基準値（H27） 実績値（R2） 根拠 

３ 
2,500 人 

以上 
2,084 人 － 

国勢調査（H27：2,084 人） 

農協組合員数（H27：12,481 人・H30：11,956

人）、漁協・真珠正組合員数（H27：1,446

人・H30：1,208 人） 

減少率：（11,956 人＋1,208 人）÷（12,481

人＋1,446 人）≒94.52％ 

参考値：2,084 人×94.52％≒1,970 人 

評価 

国勢調査では、平成 27 年が最新データであり、次回の調査は令和 2 年となる。次

回調査の結果が公表され次第評価したい。 

しかしながら、参考値として、農協組合員数、漁協・真珠正組合員数の減少から、

数値目標に達していないことが推測される。 

一次産業の後継者育成に向けた事業の継続が必要である。 

 

具体的な施策の検証結果 
 

具体的な施策 H30 KPI 検証結果 

4-1 ふるさと応援寄附推進事業 

4-2 生産物の販路拡大による農林水産業活性化事業 

4-3 農業生産者の強化と育成事業 

4-4 外国人観光客誘致推進事業 

4-5 未活用資源等を利用した漁業振興事業 

4-6 中小企業者等支援事業 

4-7 御食国食文化展開事業 

 

 

  

Ａ

18.2%

Ｂ

63.6%

Ｃ

0.0%

Ｄ

13.6%

Ｅ

4.6%
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５）しごとの創出 
 

基本目標 
 

 地域の資源とニーズを見出し、これまでにない観点による起業や異業種間の連携をおこして、

小さな規模でも利益を生み出す事業者や生産者を増やす。 

数値目標 
 
  １．人口に占める就業率を向上させる 

  ２．起業した事業者数と異業種間連携した事業者数が合計で 30 者以上（起業は８者以上） 

数値目標に対する評価 
 

項目 数値目標 基準値（H27） 実績値（R2） 根拠 

１ 
就業率 

向上 
52.99％ － 国勢調査（H27：52.99％） 

評価 

国勢調査では、平成 27 年が最新データであり、次回の調査は令和 2 年となる。次回

調査の結果が公表され次第評価したい。 

 創業や起業を促す施策は継続した取り組みが必要である。 

 

項目 数値目標 基準値（H27） 実績値（H30） 根拠 

２ 

30 者以上 

（起業は８

者以上） 

－ 
8 者 

（8 者） 

5-1（6 者）、5-3（1 者）、5-5（1者） 

※全て起業 

評価 

 異業種間連携についての実績はなかったが、起業については目標値を達成することが

できた。起業については雇用の確保につながり今後も継続した取り組みが必要であり、

異業種間連携については、地域内経済の循環も視野に入れた取り組みが必要である。 

具体的な施策の検証結果 
 

具体的な施策 H30 KPI 検証結果 

5-1 志摩市を元気にする創業支援事業 

5-2 鵜方駅周辺の賑わい復活事業 

5-3 志摩市におけるガイド業の創出事業 

5-4 高齢者と障がい者とその家族等のための観光サー

ビス創出事業 

5-5 ６次産業化推進事業 

 

  

Ａ

28.6%

Ｂ

50.0%

Ｃ

0.0%

Ｄ

14.3%

Ｅ

7.1%
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６）まちの形成 
 

基本目標 
 

地域の特性を生かしつつも過去の慣習にとらわれずに、小さな地域の存続に向けて活動する市

民と民間事業者を増やし、そうした小さな地域間を人でつなげて、志摩市に暮らしやすさを感じ

る市民を増やす。 

 

数値目標 
 
  １．多様な主体が連携して地域づくりを進めている地域が 10地域以上 

 

数値目標に対する評価 
 

項目 数値目標 基準値（H27） 実績値（H30） 根拠 

１ 10 地域 1 地域 10 地域 
1-6（1地域）、5-2（1 地域）、6-2（1地域）、 

6-3（3 地域）、6-4（1 地域）、6-5（3 地域） 

評価 

 数値目標に対して実績値は達成できた。 

特に地域の特色を生かした事業や地域課題の解決につながる事業については、継続が

必要である。 

 

具体的な施策の検証結果 
 

具体的な施策 H30 KPI 検証結果 

6-1 伊勢志摩国立公園の魅力向上事業 

6-2 賢島の魅力発信力向上事業 

6-3 地域の特色を生かしたスポーツのまちづくり事業 

6-4 地域の魅力を見つけて生かす観光まちづくり事業 

6-5 生活拠点づくり事業 

6-6 これからの志摩市の地域交通検討事業 

6-7 子どもの医療費がかからないまちづくり事業 

6-8 市民や民間事業者による地域をおこすまちづくり

支援事業 
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15.4%

Ｂ

61.5%

Ｃ
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Ｄ

15.4%

Ｅ

7.7%


